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滋賀県モデルと SPEEDI（緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム）

による放射性物質拡散予測図の比較検証について

琵琶湖環境科学研究センター

１．本検証の目的について

滋賀県が行った放射性物質拡散予測事例（甲状腺被ばく線量）について、SPEEDI

においても滋賀県と同じ設定条件で予測を行い、両モデルの予測結果の比較検証を

行う。

２．滋賀県モデルと SPEEDI とのモデルの比較について

（１）気象モデル

気象解析 滋賀県 SPEEDI（広域計算）

気象モデル MM5 PHYSIC

解析目的 過去事例の再現 過去事例の再現

入力気象データ 日本域客観解析データ

（GSM）

20km メッシュ

地表・上空

9時以降 6時間毎

（9,15,21,3,9 時）

実測解析値

全球数値予測モデル

（日本域 GSM）

20km メッシュ

地表・上空

9時以降 6時間毎

（9,15,21,3,9 時）

実測解析値

毎時 予報値・表層

3時間毎 予報値・上空

補助入力気象データ なし なし

出力 3km メッシュ 毎時 2km メッシュ 毎時

（２）拡散モデル

拡散予測（濃度計算） 滋賀県 SPEEDI(広域計算)

濃度解析モデル CMAQ PRWDA21

解析 セル間移流拡散沈降計算

地域で均一精度

多粒子拡散追跡

近距離密 遠距離疎

出力 3km メッシュ 毎時 1km メッシュ 毎時

甲状腺被ばく線量＝地表濃度×呼吸率×換算係数 24 時間積算（16 時間屋内）

資料１



３．滋賀県モデルおよび SPEEDI の予測比較について

（１）設定条件

放射性物質放出量 ヨウ素 131 9 時～15 時 6 時間 4×10＾15Bq/h

設定日 滋賀県モデルで滋賀県内に大きい影響を与えた日

美浜 2010 年 2 月 1 日 3 月 6 日 11 月 24 日

大飯 5月 20 日 6 月 16 日 6 月 30 日

敦賀 2月 1日

高浜 6月 30 日

放出高さ 滋賀県 第 3層 44m～73m， SPEEDI 51m

（２）気象条件入力データ

滋賀県が実施した下記の気象条件についてそれぞれのモデルに入力した。

観測値を解析して、6 時間ごとに気象庁が提供する約 20km メッシュの地

表・上空のデータ（日本域客観解析データ）を、9 時以降 6 時間毎（9 時，

15 時，翌 3時，9時）に入力。

４．SPEEDI と滋賀県モデルによる解析結果（拡散予測図）について

資料１－１ 滋賀県モデルおよび SPEEDI による拡散予測図

５．解析結果の比較

100mSv を超える地域について、滋賀モデルに対して SPEEDI がどのような結果で

あったかを示した。

（１）到達距離・方向がほぼ一致している事例

美浜・敦賀 2月 1日 大飯 6 月 16 日

（２）方向がほぼ一致するが、到達距離が大きい事例

美浜 3月 6日 美浜 11 月 24 日

（３）SPEEDI 予測で滋賀県内に到達しなかった事例

大飯 5月 20 日 大飯 6月 30 日


